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多機能性免疫誘導を有する新規ワクチンモデリティ「人工アジュバ
ントベクター細胞(aAVC)」技術による感染症ワクチンの開発

◼ 従来のCOVID-19 mRNAワクチンでは抗体産生が十分に誘導でき
ないワクチン接種者に対し、T細胞免疫を誘導することで、新型コ
ロナウイルス（SARS-CoV-2）に対する感染防御効果の実証が期
待されます。

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼医師主導治験組織図

◼ 研究の独自性・優位性: 本ワクチン（人工アジュバンドベクター細
胞aAVCワクチン）は理化学研究所生命医科学研究センター免疫細
胞治療研究チーム（藤井眞一郎チームリーダー）によって独自に開
発されました。 aAVCワクチンは、自然免疫リンパ球であるナチュ
ラルキラーT（NKT）細胞の活性化をトリガーとして、体内の樹状
細胞の成熟化を促進し、自然免疫と獲得免疫の両方を賦活化できる
ワクチンプラットフォーム技術です。aAVCは、細胞表面上にNKT
細胞を活性化する糖脂質であるアルファガラクシトシルセラミド
（α-GalCer）とCD1d分子の複合体を、対象となる病気のがん抗原
またはウイルス抗原タンパク質を細胞内に発現した細胞です。

◼ 主要成果：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）高リスク群で
あるB細胞悪性腫瘍患者を対象とした新規のCOVID-19ワクチン、
aAVC-CoV-2の医師主導型第Ⅰ相治験を実施しています。
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◼ 共同研究（理化学研究所、香川大学、東大医科研、国立成育医療研
究センター 、日赤医療センター ）

◼ 高リスク群、治験症例の免疫応答の検証

◼ 非臨床試験：ウイルス変異株に対するaAVC-CoV-2の有効性を感染
予防試験で検証

◼ 医師主導治験：First in human trialを完結させ、安全性、免疫学的
有効性を評価

◼背景・解決したい課題

【ワクチン】：重点感染症/SARS-CoV-2
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